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住
み
よ
い
農
村
環
境
の
た
め
に

⑤
Ｕ
⑤

　
壬
生
町
の
下
水
道
は
、
県
内
で
も
高

い
普
及
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、
農
村

部
の
下
水
処
理
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
生
活
雑
排
水
の
増
加
に
よ
る
農
業
用

水
の
水
質
低
下
を
防
ぎ
、
農
村
環
境
の

改
善
を
は
か
る
た
め
、
町
で
は
平
成
６

年
度
か
ら
、
「
農
業
集
落
排
水
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の

概
要
と
、
２
月
８
日
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
た
町
内
初
の
排
水
処
理
施
設
、
上

田
・
中
泉
地
区
の
施
設
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性

　
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
よ
り
家
庭
か
ら
の
排
水
が
増
加
し
た
た
め
、
自

然
の
力
で
浄
化
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
業
用
水
の

汚
濁
や
悪
臭
と
い
っ
た
問
題
が
待
ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
農
業
被
害
の
解
消
と
農
村
環
境
の
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ぜ
、
集
落
ご
と
の

　
　
　
　
　
　
排
水
シ
ス
テ
ム
な
の
か

　
人
口
が
集
中
し
て
い
る
都
市
部
と
違
い
、
小
さ
な
集
落
が
散
在
し
て
い
る

農
村
部
で
は
、
都
市
部
の
よ
う
な
大
規
模
な
排
水
シ
ス
テ
ム
は
効
率
が
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
地
形
な
ど
の
特
性
に
合
わ
せ
、
集
落
ご
と
に
小

規
模
の
処
理
施
設
を
整
備
す
る
農
業
集
落
排
水
が
最
適
な
の
で
す
。

／゛

（・

農業集落排水

　　事業について

農
業
集
落
排
水
に
問
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
町
服
務
課
農
村
整
備
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
1
１
１
８
４
２

農業集落排水事業の主な内容

◇目　　的農業集落におけるし尿、生活雑排水等の汚水を処理する施

　　　　　　設を整備し、農業用用排水の水質保全・農業用用排水施設

　　　　　　の機能維持または農村生活環境の改善を図り、併せて公共

　　　　　　用水域の水質保全に寄与する。

◇錆対牡域農業振興地域整備に関する法律に基づく農業振興地域内の

　　　　　　農業集落。または、これと一体的に整備することに相当す

　　　　　　る地域。

◇処飲料水し尿・生活雑排水。

◇処飲駄目原則として、概ね1､000人以下とする。

◇排除方式分流方式(汚水と雨水を分離し、汚水のみを処理施設まで

　　　　　　集水し処理する方法)

◇処理水質　BOD　20mg/I、SS　50mg/1以下。

[BOD:生物化学的酸素要求量。水中の有機物が生物化学的に分解され、安定

するために必要な酸素量]

[SS : 水中浮遊物質量(水を濁らせる物質の総称)]

２



上田地区処理施設
　
壬
生
町
で
は
、
今
回
完
成
し
た
上
田

地
区
、
中
泉
地
区
の
処
理
施
設
を
含
め
、

７
地
区
を
処
理
区
に
設
定
、
藤
井
地
区

１ ９ ３戸

２ １ ９�

約13.8km

○計画戸数

０１日当たり

　最大処理量

○管路延長

　　(配管)

と
、
北
小
林
・
肋
谷
地
区
に
つ
い
て
は

現
在
管
路
（
配
管
）
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

:=ﾉ中………泉地……区:……処理:=施設

１ ５ ４戸

１ ８ ９�

約13.7km

○計画戸数

０１日当たり

　最大処理量

○管路延長

　　(配管)

藤井地区

○事業年度　平成13年まで
　　　　　　　　(予定)

９戸

３�

９

７

２

３

○計画戸数
０１日当たり

　最大処理量

北小林・肋谷地区

○事業年度　平成14年まで
　　　　　　　　(予定)

３戸

８�

８

４

２

３

○計画戸数
０１日当たり
　最大処理量

土
地
取
引
に
は

　
　
　
　
届
出
が
必
要
で
す

　
昨
年
９
月
か
ら
、
原
則
と
し
て
事
後

届
出
制
に
移
行
す
る
な
ど
、
国
土
利
用

計
画
法
に
基
づ
く
届
出
制
度
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

【
届
出
話
詔
日
ｔ
２
逓
間
以
内
に
】

　
町
内
の
土
地
に
つ
い
て
売
買
等
の
契

約
を
し
た
と
き
は
、
権
利
取
得
者
（
売

買
の
場
合
で
あ
れ
ば
買
主
）
は
、
取
引

価
格
や
利
用
目
的
を
書
い
た
届
出
書
に

契
約
書
の
写
し
な
ど
必
要
な
書
類
を
添

付
し
て
、
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２
週

間
以
内
（
契
約
し
た
日
も
Ｉ
日
と
し
て

数
え
ま
す
。
）
に
町
企
画
財
政
課
企
画

調
整
価
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

届
出
書
は
同
価
（
役
場
庁
舎
２
階
）
に

あ
り
ま
す
。

【
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
】

　
次
の
条
件
を
満
た
す
土
地
の
取
引
に

あ
た
っ
て
は
届
出
が
必
要
で
す
。

・
届
出
の
必
要
な
土
地
売
買
等
の
取
引

　
売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担

保
、
代
物
弁
済
、
共
有
持
分
の
譲
渡
、

地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡
、
予

約
完
結
権
・
亘
民
権
等
の
譲
渡

　
（
こ
れ
ら
の
取
引
の
予
約
で
あ
る
場

合
も
届
出
が
必
要
で
す
。
）

・
届
出
の
必
要
な
一
定
規
模
以
上
の
土

　
地

　
①
市
街
化
区
域
…
…
２
。
０
０
０
�

　
　
以
上

　
②
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区

　
　
域
　
　
　
　
・
：
５
。
０
０
０
�
以
上

　
②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
・
：
１
０
。
０
０
０
�
以
上

一
一
団
の
土
地
取
引

　
　
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
権

　
利
を
取
得
す
る
土
地
の
面
積
の
合
計

　
が
右
記
の
一
定
規
模
以
上
と
な
る
場

　
合
、
す
な
わ
ち
「
買
い
の
一
団
」
と

　
な
る
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

買う人(土地)

Ａさん
（

（

買いの一団

売る人

甲さん

乙さん

丙さん

丁さん

（い十ろ十は十に）≧一定面積

ず
千

町
企
圓
財
政
課
企
圓
調
整
係

　
　
　
　
　
　
雪
8
1
！
！
１
只
）
ｌ
（
ノ
心

３
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2000年ではない、

です今年の問題
コンピュータ西暦2000年問題は、来年の問題ではありません。

すぐに対応か必要な現在の問題なのです;、

　
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
古
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
が
誤
作
動
し
、
世
界
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
す
と
い
わ
れ
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
二
〇
〇
〇
年

問
題
Ｌ
。
二
〇
〇
〇
年
ま
で
残
す
と
こ
ろ
九
か
月
を
切
り
、

各
企
業
に
は
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
に
こ
の
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

中
小
企
業
な
ど
に
対
す
る
支
援
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
一
斉
に
混
乱
す
る
？

　
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
〇
年
、
ど
ち

ら
が
先
か
分
か
ら
な
い
ー
－
「
コ
ン
ビ

ュ
ー
タ
ニ
○
○
○
年
問
題
」
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
そ
ん
な
単
純
な
混
乱
か
ら

起
き
る
重
大
な
問
題
で
す
。

　
デ
ー
タ
の
処
理
能
力
が
現
在
の
よ
う

に
高
く
な
か
っ
た
こ
ろ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
、
西
暦
年
の
上
二
け
た
を
省
略
し
、

ド
ニ
け
た
だ
け
で
年
数
を
扱
っ
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
一
九
九
九
年
な
ら
、

「
九
九
」
と
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
メ
モ
リ
ー

を
少
し
で
も
節
約
す
る
た
め
の
措
置
で

し
た
が
、
技
術
的
に
そ
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
い
ま
で
も
、
一
部
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
は
こ
う
し
た

ブ
ロ
グ
ラ
ム
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
二
け
た
で
年
を
表
示
す
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
場
合
、
二
〇
〇
〇
年
に
入
る
と

数
値
は
「
○
○
」
と
な
り
、
前
年
の

「
九
九
」
と
比
べ
る
と
大
小
が
逆
転
し

て
開
題
が
起
こ
り
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
「
○
○
」
を
「
一
九
〇
〇
年
」
と

ヽ一

認
識
し
て
し
ま
っ
た
り
、
混
乱
し
て
ス

ト
ッ
プ
し
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で

す
。

企
業
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル

　
い
ま
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
言
及
し
、
各
企
業
の
業

務
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
企
業
な
ど
で
次
の

よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
正
し
い
目
付
表
示
や
年
数
計
算
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
社
内
的
な
ト
ラ
ブ

ル
は
も
ち
ろ
ん
、
取
引
先
に
も
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
想
定
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の

冷
害
〉

○
正
装
な
デ

ー

タ
が
消
失
し
て
し
ま
う
。

○
物
品
の
よ
文
や
代
金
の
請
求
な
ど
が

　
で
き
な
い
。

○
誤
っ
た
支
払
い
が
自
動
的
に
行
わ
れ

　
て
し
ま
う
。

○
製
啓
ワ
イ
ン
の
正
し
い
生
産
指
示
が

　
で
き
な
い
。

　
　
　
－
一
－
♂
　
－
－
－
　
－
ｒ
　
ｊ
－
一
ｉ
　
ゝ
一
゛
一
一
一
』
。
‐
ｓ
‐
‐
１

鋲
頴
宍
言

ぷ

回
型
昌
雌
宍
…
…

Ｊ
｛ヽ
。
一
Ｅ一｛一

。
、
。
一

ぃ
作

｀ ｝
宍

・ ・

】
、
’
ヽ
・
、
一
。
一
。

『 一
一
』
一
一
・

一
一

。
一
・
作

｀ 一
一
一
一
一
一

。
’

⑤
宰
戸
谷
肩

』
ヨ

ー
。
帽
頴
言
言
言
言

　
ｒ
一
一
一
一
ｓ
ｌ
　
｀
ン
ー
』
―
－
－
Ｉ
Ｉ
ｓ
‐
～
。
~
Ｚ
４
Ｃ
’
。
・

”
’
恢
’
｀
’
・
’
Ｅ
・
・
２
・
Ｍ
゛
ヽ
・
＝
‐
、

　
事
務
処
理
用
の
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
だ
け

で
な

く

、
マ
イ
コ
ン
（
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
）
な
ど
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
内
蔵
し
た
小

=１=………Ｃｈｅｃｋ

゛役員クラスの責任者″明確化を

政府が行動計画を発表

　政府は、昨年10月に「コンピュータ

西原凹00年問題に関する行動計画」を

発表しました。官公庁や企業において

は、対応の責任者を明らかにし、組織

全体で問題の対応に取り組むことを強

調しています。

　この行動計画では、次のような内容

が提言されています。（D統括責任者と

して、中央省庁は官房長相当職以上の

職員を、民間企業は担当役員と部署を

明確化する　⑧重要なシステムの優先

順位を明確にし、対応の進行状況を公

表する　③重要なシステムについては

99年８月末までに模擬テストを完了す

る　④トラブル発生時の危機管理計画

を策定する

　詳しくは、インターネットのく「1性ﾛ:

//www｡kantei忍o､Jp/J口/口ぼ000

/iod日x.html〉まで。

ヽヽ -

型
チ
ッ
プ
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
い
る

機
械
や
設
備
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

工
場
や
流
通
過
程
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
も
同
様
に
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
マ
イ
コ
ン
搭
載
機
器
の
例
〉

　
エ
レ
ベ
ー
タ
し
電
源
装
置
、
空
談

設
備
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
装
置
、
計
測
機

器
、
制
御
装
置
　
な
ど

　
さ
ら
に
、
問
題
発
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の

会
社
内
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
最

近
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
外
部

の
企
業
と
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多

く
、
こ
の
場
介
は
、
送
り
出
さ
れ
た
誤

っ
た
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
取
引
先
の
シ
ス

テ
ム
の
誤
作
動
も
引
き
起
こ
し
、
周
囲

の
企
業
や
、
ひ
い
て
は
社
会
全
体
に
広

く
温
乱
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

〈
外
部
接
続
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
例
〉

○
公
衆
回
線
や
イ
ン
ク
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

　
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
て
い
る
場
介

○
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
磁
気
テ
ー

　
プ
等
に
よ
り
デ
ー
タ
交
換
を
行
っ
て

　
い
る
場
ハ
ロ
　
な
ど

も
う
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん

　
二
〇
〇
〇
年
ま
で
残
す
と
こ
ろ
几
か

月
を
切
っ
た
い
ま
、
ま
だ
対
応
に
右
手

し
て
い
な
い
企
業
に
は
早
急
な
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

４



「コンピュータ凹目0年問題」対応方針決定手順

-

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
構
築
や
修
ｙ
に
に
は

時
間
が
か
が
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

会
社
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
、
取
引
先

な
ど
と
の
早
め
の
確
認
・
調
整
作
業
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
古
い
機
種
は
二
〇

〇
〇
年
問
題
に
対
応
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
の
で
、
急
い
で
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
書
き
換
え
た
り
利
用
す
る
デ
ー
タ

を
変
換
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
機
む
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
そ
の
も
の

を
加
え
な
い
場
合
、
①
状
況
の
把
握

②
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
　
③
プ
ロ
グ
ラ

ム
修
正
　
③
テ
ス
ト
④
再
修
正
　
と

い
う
手
順
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
匯
‥
き
換
え
な
ど
に
時
間
が
か
か

る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
き
ち
ん
と

　　　　１１１
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y = 状 況 を 把 握 ず る 自 説 ] … … ] 〕 ]

ｴ

j 1 1 1 1 1 1

　 　 社 内 に 『 コ ン ピ ュ ÷ ÷ タ シ ス テ ム

｣

が ど の ぐ ら

　 　 い 存 在 す る の か を 正確に把握してください

。

　　●

一

般的なコンピュ

ー

タシステムだけでな≪

、

　　いわゆるマイコン ( マ イ ク ロ チ ッ フ ) 搭 載 櫃

　 　 器 も 鮮 象 ( 電 源 映 置

、

エ レ ベ ご タ

ー 、

空 調設

　　備√セ毎立リテイ装置など ) よ 　

，

∧ 　 　

回

|

…

… づ

卿 知 内 で 利 巾 聡 彭 怖 ㈲ 面 き げセほ堰縦谷如

　古黙罷拙贈組言⑤贈柿

回 ｡

]

出 回 回 回

器 ｙ ミ ガ あ る 信 越 性 慾 考 慮 ずる回天こ胆皿七言圭太圭二……

j

… … …

j =

゛ 2 2 ｀ ｀ ゛

､

1 ゛ ゛ ｽ ﾞ J ゛ ゛

こ

万 1 ､ |

. ，

尚 尚 Ｕ 言

。

胆 回 笠 言 回 席 鋲 回
≒回
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○i諭大盛ﾆ

に

面

い

雀6辿

る且付言白二万
i

　゛゛　’TT　　　　｀゛

Jｺ　　じ

二千ｻym生白プニ
｀

　に

コンピュ斗タシステムの購入先吐「2000年向

　題への対応ができているのか」を問い合わせ

　　てください
。　∧　　　　　　　　　　フノ

　，

●ハードウェア機器やェレペ＝タなどマイ⊃

………ﾝ珊夥舞器にごついては、製品ごとに対応済みコ

①岸帽坤侑騨惑斜陽即酉わ但恥言□ズ
J
……
…回］

回回回

芦市販弗れ聊俑評把才サ燃首㈲個坤才戦

言

☆≒製造元に問い合わぜ右訟ドプ三□言‰言言言レ爪

千ig這業辿自顔缶極設岫岫舵洸艦謳腔言

犬フロゲ侈ムぱ汗面発光凶耐遜わ紐拡千行呂

ズ菌対策に優先順位をづける:≒スニ，

作
動
す
る
か
を
細
か
く
テ
ス
ト
し
て
再

修
正
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
か
な

り
の
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
正
す
る

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
技
術
者
の

不
足
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
間
際
で

対
応
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
も
、
急
増

す
る
需
要
に
対
し
て
技
術
者
の
供
給
が

追
い
つ
か
ず
、
作
業
が
始
め
ら
れ
な
い

こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

す
で
に
ト
ラ
ブ
ル
か
表
面
化

　
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
契
約
に
関
し
て

発
注
こ
受
注
な
ど
の
処
理
が
多
く
の
企

業
で
始
ま
ｏ
ぺ
す
で
に
正
常
な
受
け
付

け
業
務
が
で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

も
一
部
で
表
面
化
し
て
い
ま
す
。
二
〇

〇
〇
年
問
題
は
決
し
て
来
年
の
問
題
で

Oheck

問題発生時の損失に

保険金は支払われません

　各損害保険会社は、2000年問題

によって発生した企業の被害に対

しては、「不測・不可避の事態で

はない」こと、「企業側の対応不

足によって起きるもの」であるこ

とを理由に、保険金を支払わない

方針をとっています。

　このぼか、自社の未対応コンピ

ュータが原因で起きたさまざまな

トラブルについては、被害を受け

た個人や他の企業から訴訟を起こ

される可能性も考えられます。

　企業にとってROOO年問題は、対

応が‘問に合わない場合は大きな損

失を被ることにもなりかねない大

きな経営問題であるということを

理解しておく必要かおりそうです。

５

は
な
く
、
す
ぐ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
在
の
問
題
な
の
で
す
。

　
す
で
に
多
く
の
企
業
で
対
応
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ま
だ
点
検
や
対
応
に
着
手
し
て
い
な
い

企
業
は
、
一
刻
も
早
く
行
動
を
始
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
問
題
の
担
当
責
任

肴
を
き
ち
ん
と
決
め
た
う
え
で
、
す
ぐ

に
各
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
’
メ
ー
カ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



児
童
・
生
徒
町
長
表
彰

児
童
・
生
徒
の
活
贈
を
た
だ
え
る

　
平
成
1
0
年
度
に
、
文
化
・
芸
術
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
種
大
会
に
お
い

て
県
１
位
以
上
の
成
績
を
お
さ
め
た
児

童
・
生
徒
を
た
た
え
る
壬
生
町
児
童
・

生
徒
表
形
式
が
３
月
３
目
、
壬
生
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
小
・
中
学
校
あ
わ

せ
て
1
2
3
名
が
町
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
の
後
の
あ
い
さ
つ
で
清
水
町
長

は
、
「
み
な
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
、
成
果
が
実
っ
て
い
る
の
は

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
才
能
を
活
か
し
て
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
児
童
・
生
徒
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

単
一
－
缶
．
－
徴

孝
”
’
徨

◆
第
Ｈ
回
未
来
社
会
想
像
團
展

　
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
大
円
柳
豪
太
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小学生受賞者のみなさんヽ-

◆
第
1
6
回
全
日
本
小
中
学
生
女
子
個
人

　
選
抜
剣
道
錬
成
大
会
出
場
予
選
会

　
小
学
生
女
子
の
部

　
優
勝
…
…
…
…
…
…
…
白
石
加
奈
子

◆
平
成
1
0
年
度
全
国
少
年
レ
ス
リ
ン
グ

　
大
会
選
手
権
大
会

　
小
学
校
５
年
生
の
部
　
3
6
ほ
級

１

位

：
：
寺
内
隆
史

◆
第
Ｈ
回
勤
く
お
も
ち
や
作
品
展

　
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
鰹
沼
孝
彰

◆
第
4
2
回
Ｊ
Ａ
共
済
県
下
小
中
学
生

　
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

　
条
幅
の
部

　
特
別
賞
…
…
…
…
…
…
…
寺
内
良
知

◆
第
2
1
団
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣

　
道
交
流
大
会

　
小
学
校
５
年
の
部

　
優
勝
…
…
…
…
…
…
…
…
石
塚
真
土

◆
第
3
1
回
下
野
教
育
古
道
展

金
賞

・
鈴
木
か
な

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
清
水
性
美

◆
栃
木
県
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
水
泳
競
技

　
大
会

　
2
0
0
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
ー
位
…
…
…
…
…
…
…
…
染
谷
美
穂

◆
第
2
0
回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
軟
式
野
球
交
流
大
会

　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
卓
也
、
鈴
木
一
弥

　
　
　
　
　
　
　
板
橋
秀
樹
、
木
森
周
平

　
　
　
　
　
　
　
飯
島
　
諒
、
前
田
雄
吾

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
浩
紀
、
菊
地
利
光

　
　
　
　
　
　
　
手
塚
一
也
、
高
瀬
意
識

　
　
　
　
　
　
落
合
正
樹
（
現
羽
生
田
小
）

◆
「
宇
宙
の
日
」
記
念
行
事
全
国
小
中

　
学
生
作
文
・
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

　
絵
画
の
部

　
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
四
書
四
悠

◆
第
5
0
回
書
初
展
中
央
展

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
市
川
真
希
名

金
賞

◆
第
2
9
回
下
野
教
育
美
術
展

　
絵
画
の
部

金
賞

井
田
由
美

荒
川
雅
宏

全
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
山
川
琢
也

版
画
の
部

金
賞

荒
川
雅
宏

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
七
す
円
良
知

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
七
日
柳
楽
天

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
賀
川
明
洋

〔
鼎
〕
川
云

…
…
油
…
…
’
潜
－

◆
第
3
1
団
下
野
教
育
書
道
展

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
須
藤
明
日
香
　
　
６

壬
　
　
生
　
　
東
　
　
小
　
　
学

◆
全
国
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
団
体
優
勝
…
…
…
…
…
…
鈴
木
由
佳

睦
　
　
　
　
小
　
　
　
　
学

ｆ
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐
‐
‐
－

◆
第
2
2
回
全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
栃
木
県
大
会

　
優
秀
選
手
…
…
…
…
…
…
越
雲
龍
吾

◆
平
成
1
0
年
度
学
童
ス
キ
ー
大
会

　
優
秀
選
手
…
…
…
…
…
石
田
憲
二
郎

◆
第
1
6
回
栃
木
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
新
人

　
大
会

　
優
秀
選
手
…
…
…
…
…
…
沼
尾
亮

稲
　
　
葉
　
　
小
　
　
学

－

－

‐

－

◆
心
の
輪
を
広
げ
る
障
害
者
理
解
促
進

　
事
業
「
障
害
者
の
日
ポ
ス
タ
土

　
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
神
巫
洋
美

◆
栃
木
県
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

　
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
一
に
四
久
裕
紀

◆
栃
木
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会

添

・
高
久
裕
紀

◆
第
2
1
回
日
本
剣
道
少
年
団
古
道
具

　
剣
道
日
本
賞
…
…
…
…
…
一
に
緊
ハ
淳

◆
竿
2
9
回
下
野
教
育
美
術
具

　
絵
画
の
部

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
采
烏
有
希
吉
ｔ

づ
溺
Ｔ
　
生
　
　
田
　
　
小
　
　
学

◆
竿
2
9
回
下
野
教
育
美
術
具

　
版
画
の
部

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
一
＝
四
山
真
柴
恵

壬
　
　
生
　
　
北
　
　
小
　
　
学

◆
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル



　
あ
く
し
ょ
ん
コ
ン
テ
ス
ト

　
優
秀
賞

　
　
　
　
　
高
津
戸
望
、
粂
川
昌
紀

　
　
　
　
　
小
組
手
志
、
粂
川
泰
一

　
　
　
　
　
市
打
歩
希
子
、
長
谷
川
訓
子

　
　
　
　
　
亀
田
百
世
、
菊
地
隆
宏

　
　
　
　
　
渡
辺
有
伴
星
、
大
垣
智
斐
呂

　
　
　
　
　
毛
塚
竜
也

◆
第
1
0
回
お
も
し
ろ
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

１

位

・
粂
川
晴
香

◆
第
5
0
回
書
初
展
中
央
展

　
記
念
賞
…
…
…
…
…
…
山
野
井
由
佳

◆
第
1
2
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
（
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

諾

・
森
田
法
子

添

W ゛

中学生受賞者のみなさん

・
粂
川
さ
や
か

◆
小
学
生
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

　
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
鈴
木
悠
太

◆
第
3
1
団
下
野
教
育
書
道
展

金
賞
…
…
…
…

栗
原
幸
子

◆
第
ｎ
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト

　
ボ
ー
ル
大
会
（
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
寺
崎
星
菜
、
寺
尾
美
香

　
　
　
　
　
　
　
柏
倉
亮
子
、
阿
部
有
祐
子

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
由
佳
、
中
川
友
希

　
　
　
　
　
　
　
清
宮
彩
加
、
晴
山
友
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
　
　
‐
‐
‐
‐
‐
－
－
‐

　
技
大
会

　
年
間
優
秀
選
手
…
…
…
…
細
井
郁
代

◆
第
4
5
回
近
県
剣
道
大
会

　
優
勝

　
　
　
　
　
　
ニ
ノ
宮
雅
宏
、
白
石
拓
磨

　
　
　
　
　
　
金
田
孝
一
、
赤
羽
根
顕

　
　
　
　
　
　
福
田
健
大

◆
第
‥
Ｈ
回
北
関
東
ジ
ュ
ニ
ア
乗
馬
大
会

　
ミ
ド
ル
ジ
ャ
ン
プ
の
部

　
県
優
秀
選
手
…
…
…
…
田
澄
裕
美
子

　
県
優
秀
選
手
…
…
…
…
…
一
に
四
古
市
望

◆
第
3
9
回
動
物
愛
護
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
中
学
生
の
部

　
２
等
…
…
…
…
…
…
…
…
外
縁
順
子

南
　
犬
　
飼
　
中
　
学
』
万
一

◆
平
成
1
0
年
度

　
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」

　
栃
木
税
務
署
長
賞
…
…
…
大
粟
　
薫

盾
◆
第
3
1
回
下
野
教
育
古
道
具

貪貪金
賞

兪
野
正
之
　
　
◆
第
3
1
回
下
野
教
育
書
道
具

金
賞

稲
毛
田
美
歩

・
須
藤
美
紀

…
…
…
…
…
…
…
…
寺
内
智
史

・
青
柳
知
聡

◆
栃
木
県
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
優
勝
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木
康
正

◆
全
国
電
波
障
害
防
止
図
案

　
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

　
会
長
賞
…
…
…
…
…
…
…
小
野
真
史

◆
栃
木
県
教
育
書
道
具

　
栃
木
県
知
事
賞
…
…
…
…
落
合
慶
子

◆
第
４
回
全
国
中
学
・
高
校
女
子
レ
ス

　
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

　
中
学
生
の
部
　
5
6
�
綴

　
金
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
落
ふ
」
理
恵

◆
高
松
宮
杯
第
5
0
回
全
日
本
中
学
校
英

　
語
弁
論
大
会
栃
木
県
予
選

　
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
高
田
麻
衣

◆
国
際
理
解
教
育
「
全
国
中
学
生
エ
ッ

　
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
’
9
8
」

　
審
査
員
特
別
賞
…
…
小
古
山
亜
希
子

◆
Ｊ
Ａ
共
済
県
下
小
中
学
生
交
通
安
全

　
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　
ポ
ス
タ
ー
の
部

　
県
警
本
部
長
賞

県
教
育
長
賞

◆
栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
優
秀
選
手

　
表
彰

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
県
優
秀
選
手
…
…
…
…
…
大
垣
尚
良

　
野
球

　
県
優
秀
選
手
…
…
…
…
…
刀
川
　
忍

　
県
優
秀
選
手
…
…
…
…
…
野
口
洋
輔

◆
栃
木
県
学
校
音
楽
祭
中
央
祭

　
合
唱
の
部

　
金
賞

　
　
　
　
　
　
今
野
後
輪
、
鈴
木
良
輔

　
　
　
　
　
　
央
合
格
大
、
宇
賀
神
舞

　
　
　
　
　
　
大
垣
裕
恵
、
宮
本
麻
衣

　
　
　
　
　
　
渡
遵
真
澄
、
渡
辺
優
子

　
　
　
　
　
　
根
底
　
剛
、
伊
東
佐
智
子

　
　
　
　
　
　
門
口
倫
子
、
神
水
さ
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
菊
地
香
恵
、
吉
川
正
宏

　
　
　
　
　
　
有
田
裕
美
、
大
谷
紬
子

　
　
　
　
　
　
上
岡
絵
理
子
、
高
山
順
子

　
　
　
　
　
　
関
□
達
哉
、
柏
崎
美
徳

　
　
　
　
　
　
木
村
円
科
、
種
ケ
島
永
子

　
　
　
　
　
　
臼
井
健
大
、
金
子
京
大

　
　
　
　
　
　
中
村
佑
一
郎
、
福
田
光
男

　
　
　
　
　
　
太
田
格
野
、
堀
場
章
子

　
　
　
　
　
　
政
芋
兄
り
か
、
村
田
竜
大

　
　
　
　
　
　
須
藤
あ
き
、
政
策
悦
子

７

◆
栃
木
県
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
早
乙
女
優

◆
第
氾
］
回
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
作
文

　
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　
作
文
の
部

　
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
矢
嶋
ま
ひ
ろ

◆
第
２
回
国
民
年
金
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

　
ー
ル

　
栃
木
県
知
事
賞
…
…
…
五
十
嵐
純
子

◆
第
Ｍ
］
囲
全
国
中
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選

　
手
権
大
会

　
4
5
ほ
綴

　
準
優
勝
…
…
…
…
…
…
…
四
外
川
芳
久

◆
栃
木
県
中
学
校
体
育
連
盟
優
秀
選
手

　
表
彰

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
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　実さん(ﾜ8)

ヒサさん(ﾜ4)
夫妻

青
春
ス
ケ
ッ
チ
俗

琴の稽古を続けて行きたい

上通町 白久　敬子さん

　　　　　医療関係の仕事をしている敬子さんは、休みの

　　　　[判こは友達と買い物に行ったり、実家の飲食店を

　　　　手伝ったりすることが多いそうです。

　　　　　趣味はドライブで、車で北海道を一周したこと

　　　　もあります。

　　　　｢中学生の時から習い始めた琴は、ずっと続けて

　　　　行きたいです｡｣という敬子さんは、今も週１回

　　　　の教室に通っています。
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藤井小学校１年

　　　　　　長　真貴子

ふくべ細工

藤井小学校５年

　　　　　　　篠原香織



蓼百　　ｌ　　　　　　。９’　　　　　　　　。撫二階

Ｊ
。　

－－

　乙白

れあ

参丿鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
「
こ
の
あ
い
だ
『
海
ほ
た
る
』
を
見

て
き
ま
し
た
。
」
と
い
う
川
嶋
実
さ

ん
・
ヒ
サ
さ
ん
夫
妻
は
大
の
旅
行
好
き

で
、
年
に
４
～
５
回
は
全
国
各
地
へ
旅

行
に
出
か
け
ま
す
。
ま
た
、
県
内
の
温

泉
へ
は
、
実
さ
ん
が
車
を
運
転
し
、
日

帰
り
で
毎
週
の
よ
う
に
出
か
け
て
い
ま

す
。
　
大
正
1
0
年
生
ま
れ
の
実
さ
ん
は
、

南
犬
飼
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、

昭
和
1
3
年
に
車
へ
入
隊
、
戦
時
中
は
中

国
へ
赴
き
ま
し
た
。

　
大
正
誹
年
に
生
ま
れ
た
ヒ
サ
さ
ん

は
、
姿
川
村
（
現
在
の
宇
都
宮
市
）
の

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
実
家
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
入
は
昭
和
2
4
年
に
結
婚
し
、
以

言
・
・
千
本
巾
｝毎
い
づ
犬
貪

　
第
Ｈ
回
カ
ル
タ
と
り
大
会
（
町
教

育
委
員
会
・
町
子
併
合
育
成
会
連
絡
協

議
会
共
催
）
が
、
２
月
７
日
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
1
2
5
名
の
小
学
生
が
低
・
中
・
高
学

年
に
分
か
れ
、
白
熱
し
た
試
合
を
展
開

し
ま
し
た
。

入
賞
者

低
学
年
の
部

　
優
　
勝
　
　
林
　
恭
平
　
〒
年
）

　
準
優
勝

　
第
３
位

中
学
年
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
第
３
位

高
学
年
の
部

　
優
　
勝

　
準
優
勝

　
第
３
位

小
出
恭
子
　
（
２
年
）

橋
爪
加
奈
子
（
２
年
）

甫
坂
魚
子

蓮
沼
光
毅

粕
尾
友
紀

八３

年

心

八
３

年

心/

八
３

年

心ﾉ

戸
崎
麻
菜
美
百
年
）

小
花
彩
人
　
（
６
年
）

佐
藤
志
郎
　
（
６
年
）

来
、
現
在
に
至
る
ま
で
農
業
を
続
け
て

い
ま
す
。
農
作
業
の
合
間
に
は
、
実
さ

ん
は
庭
木
の
手
入
れ
、
ヒ
サ
さ
ん
は
花

づ
く
り
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

旅
行
の
他
に
カ
ラ
オ
ケ
も
大
好
き
で
、

週
―
回
、
公
民
館
で
５
～
６
入
の
友
達

と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
ほ
か
、
自
宅
で

も
、
毎
日
ふ
た
り
で
歌
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

　
温
泉
、
適
度
な
運
動
、
そ
し
て
歌
を

歌
う
こ
と
が
、
お
二
入
の
健
康
の
秘
訣

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

心

なくそう
交通事故

一警察署からのお知らせー

交通事故の事例

　　　　(１月・大師町内)

　注意しましょう

(1)脇見運転はしない。

(2)制限速度を守り、前

　後左右の確認をする。

(3)気持ちに余裕を持ち、

　運転する。

一事故の状況－

①の車は、前を走る車の後部ばか

りに気をうばわれたため、交差点

の直前で赤信号に気付き、急ブレ

ーキをかけたが間に合わず②の車

と衝突。

１月 累計

事故件数 ２５ ２５

死　　者 ０ ０

負傷者 ２９ ２９

　
壬
生
中
学
校
で
は
、
立
志
式
を
迎
え

た
２
年
生
2
7
0
名
が
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
責
任
を
認
識
し
、
地
域
へ
の
感
謝

の
意
を
表
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
２

月
６
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
中
央
公
民
館
、
精
忠
神
社
、
壬
生
駅
、

河
川
敷
な
ど
の
ご
み
・
空
き
缶
を
拾

い
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

９



堡
塁
ぺ０ １
Ｊ
づ
会

一
上
哲
一
さ
ん
（
下
町
）

　
　
　
　
最
優
秀
賞
を
受
賞

　
将
来
の
農
業
を
拒
う
青
年
た
ち
が
、

農
業
生
活
に
お
け
る
課
題
へ
の
取
り
組

み
や
環
境
改
善
活
動
の
実
績
な
ど
を
発

表
す
る
「
平
成
1
0
年
度
栃
木
県
農
業
青

年
研
究
大
会
」
が
１
月
2
9
日
、
宇
都
宮

市
の
コ
ン
セ
ー
レ
（
県
青
年
会
館
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
イ
チ
ゴ
を
主
と
し
た

農
業
経
営
に
取
り
組
む
三
上
哲
一
さ
ん

（
下
町
）
が
出
場
し
、
と
ち
お
と
め
の

電
照
効
果
に
関
す
る
研
究
で
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
発
表
の
部
・
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

上
町
松
寿
会
が
優
秀
賞

　
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル

　
栃
木
県
道
路
愛
護
道
合
会
主
催
の
平

成
1
0
年
度
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
形
式
が
２
月
1
2
日
、
栃
木
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
上
稲
築
上

町
松
寿
会
（
神
水
昭
次
会
長
）
が
花
い

っ
ぱ
い
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
上
町
松
寿
会
は
、
上
稲
葉
地
区
の
国

道
程
万
沿
い
3
0
0
ｍ
の
区
間
に
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
の
植
え
付
け
を

は
じ
め
、
育
成
や
管
理
等
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
こ
れ
ら
が
評
価

さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

へ＿ご

(写真左から)

　松寄合の稲葉さん、神永会長、清水町長

北小林生活改善クラブのみなさん

農
村
景
観
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
賞

　
北
小
林
生
活
改
善
ク
ラ
ブ

　
地
域
の
風
土
を
生
か
し
た
、
美
し
い

農
村
の
景
観
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
を
表
彰
す
る
、
栃
木

県
農
業
振
興
公
社
主
催
の
「
農
村
景
観

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
北
小
林
生
活
改
善

ク
ラ
ブ
（
代
表
・
赤
羽
根
悦
子
）
が
優

良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
猫
協
医
科
大
学
北
側
の
町

道
沿
い
に
花
を
植
え
た
り
、
地
区
内
の

小
林
神
社
敷
地
内
を
定
期
的
に
清
掃
す

る
な
ど
の
、
同
ク
ラ
ブ
の
環
境
美
化
活

動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

農
業
・
農
村
活
性
化
コ
ン
ク
ー
ル

「
藤
井
む
ら
づ
く
リ
」
が

　
　
　
優
良
賞

　
県
・
県
農
協
中
央
会
主
催
の
平
成
1
0

年
度
農
業
・
農
村
活
性
化
コ
ン
ク
ー
ル

の
「
地
域
活
性
化
活
動
部
門
」
で
、
藤

井
む
ら
づ
く
り
推
進
協
議
会
（
長
　
博

会
長
）
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
藤
井
地
区
で
は
、
昭
和
6
0
年
に
「
む

ら
づ
く
り
総
合
振
興
対
策
事
業
」
を
受

け
て
以
来
、
む
ら
づ
く
り
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
伝
統
文
化
の
伝
承
、

農
産
物
直
売
所
、
れ
ん
げ
祭
り
な
ど
地

域
に
根
付
い
た
多
く
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

藤井むらづくリ推進協議会の長会長（写真左）

10



ｉ

粂川　郁征ちゃん親子

(肋谷)

　町と町国民健康保険主催の健康講演会が、

２月９日町保健福祉センターで聞かれました。

　講師は元・Fﾖ本テレビアナウンサーの小林

完吾さんで、脳出血で倒れた時の自らの体験

をもとに、E]常から自分の血圧を知っておく

ことの必要性など、健康管理のポイントにつ

いて講演しました。

11

切
口
に
樹
液
の
に
じ
む
二
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
秋
汀

缶
蹴
る
子
風
に
ま
む
か
い
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
田
鶴

春
雪
の
裾
を
は
ら
い
て
通
夜
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

腰
痛
の
漢
方
薬
や
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
ト
シ

姉
弟
腸
頌
詞
毎
賜
暇

　
節
節
回
記
憶
毎
回
回

心訴b
　町では、第３子以上の児童を養育している方に「す

こやか子育て支援金」（平成９年４月開始）を交付して

います。

　この制度をご利用いただいた”すこやかベビー・ご

家族’″をご紹介します。

※支援金の受給要件、申請方法等にづいでぱ硲……づ………y=……=

　町福祉課児童福祉係　　�81－ 1 8 3 1………………………

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

首府

ｔ

午
前
零
時
例
年
ど
お
り
の
初
詣
月
の
輪

に
じ
む
冷
気
の
道
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
水
和

縁
先
に
雀
二
三
羽
し
ば
ら
く
を
昨
夜
の

追
灘
の
豆
を
あ
さ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

霜
深
き
朝
の
寒
さ
に
怯
え
し
か
時
告
ぐ

る
鶏
の
声
ち
か
ら
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
茂
夫

公
園
に
秋
桂
え
ら
れ
し
パ
ン
ジ
ー
が
水

欲
し
げ
な
り
日
和
つ
づ
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
茂
木
富
美

　
　
　
俳
　
　
句



柚泉石蔽感
　第12回壬生町綱引き大会が、

２月21日に町総合運動場の体育

館で行われました。

　男子の部は「藤井ひょうたん

チーム」が、他を寄せ付けぬ強

さで３連覇を達成、女子の部も

「弥生会」が昨年に続き優勝を

飾りました。

　成　　績

＜男　子＞

　優　勝　藤井ひょうたん

　準優勝　壬生下馬木Ａ

　３　位　六美南部第一

　敢闘賞　みぶ夕顔

　　　　　　　　ブロッコリーズ

＜女　子＞

　優　勝　弥生会

　準優勝　Ｍ・Ｂ・Ｈ

男子優勝：藤井ひようたんチーム

老
人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会

　
前
借
⑩
朧
参
詣
珍
奇
朧
綴

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
高
間
信
義

会
長
）
主
催
の
、
第
2
1
回
壬
生
町
老

人
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
が
２
月
1
0
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
9
6

人
が
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
ま
っ
た
会

員
た
ち
の
前
で
歌
や
踊
り
を
披
露
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
楽
し
い
Ｉ
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

一

女子優勝：弥生会

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

変
ね
リ
嶽
す

　
改
正
男
客
膳
用
機
会
均
等
法
等
が
改

正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
全
面
的
に
施

行
さ
れ
ま
す
。
法
改
正
の
主
な
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

●
雇
用
の
各
分
野
で
女
性
労
働
者
に
対

　
す
る
差
別
を
禁
止

　
募
集
、
配
置
、
教
育
訓
練
、
福
利

厚
生
、
定
年
、
解
雇
な
ど
、
雇
用
の
各

分
野
で
、
女
性
に
対
し
て
男
性
と
差
別

的
な
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
女
性
パ
ー
ト
募
集
」
「
接
遇
訓
練
は
女

性
の
み
に
実
施
」
と
い
っ
た
女
性
の

み
・
女
性
優
遇
の
取
扱
い
も
一
部
の
例

外
を
除
き
禁
止
さ
れ
ま
す
。
男
女
を
問

わ
ず
個
人
が
い
き
い
き
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
事
摯
王
は
男
女
に
均

等
な
機
会
を
与
え
、
意
欲
や
能
力
に
応

じ
た
評
価
・
処
遇
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

　
配
慮
義
務

　
事
業
主
は
、
労
働
者
の
意
識
啓
発
や

苦
情
・
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
が
起
き
な
い
よ
う
防
止
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
後
の
女
性
労
働

　
者
の
健
康
管
理

　
　
　
　
　
　
（
平
成
1
0
年
４
月
施
行

　
事
業
主
は
、
妊
産
婦
健
診
の
た
め
の

時
間
の
確
保
や
、
医
師
の
指
導
事
項
を

守
る
た
め
の
勤
務
時
間
の
変
更
な
ど
の

措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

労
働
基
準
法

●
女
性
労
働
者
に
対
す
る
規
制
の
解
消

　
女
性
の
職
域
の
拡
大
を
ば
か
り
、
均

等
な
扱
い
を
進
め
る
た
め
、
満
1
8
歳

以
上
の
女
性
労
働
者
に
対
す
る
時
間
外

労
働
、
休
日
労
働
、
深
夜
業
の
規
制
が

解
消
さ
れ
ま
す
。

●
多
胎
妊
娠
の
産
前
休
業
期
回
が
延
長

　
多
胎
妊
娠
の
場
合
の
産
前
休
業
期
間

が
、
1
0
週
か
ら
誹
週
に
延
長
さ
れ
ま

す
。

⑩
⑤
⑤

栃
木
女
性
少
年
室

　
　
　
�
０
２
８
－
６
３
３
－
２
７
９
［
Ｄ

兄
　
　
　
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

㈲
渡
辺
寝
装
様
⑤
　
　
　
金
３
千
円

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
◎

　
　
　
　
　
　
　
言
芳
２
千
2
5
0
円

中
川
　
淳
様
⑧
　
　
　
　
金
５
千
円

◆
地
域
福
祉
基
金
へ

大
貫
　
昇
様

（
故
・
石
川
サ
ト
氏
の
遺
志
に
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
金
１
０
０
万
円

◆
町
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
へ

仲
田
園
芸
様
　
パ
ン
ジ
ー
苗
１
万
本

ｔＬ自　　　●　　蚤●

ょみ期　　　回　　期国
う合限　　　蛋　　前民
゜い間　　j§［　納年
　手5ﾄj匹-､税　　丿金
　賄U

納ロ3oび税月吟
ﾄﾞ∩　せ

４
月
の
納
税
等

　まちのうごき

　　　　　　３月１日現在

総人口　39､974人（-15）

　男:　19､732人　（-4）

　女　　20､242人（-11）

世帯数　12､825世帯（4･7）

　　　　（　）内は前月比
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